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<表紙解説>

A T R  W W W サ ーバ ホームペー ジ

イ ン ターネット上で、世界中の研究機関や大学、企業等

のW W W ( W o r l d  Wide  W e b ) サーバが接続され 、活用

されています。写真はA T Rのホームペー ジ で す 。 詳 し く

は、本誌17ペー ジ を ご l lt下さい。
※NETScape  N a v l g a t o r は ネ ッ ト ス ケープコ ーポレー
シ ョ ン の ト レー ドマークです。
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e巻頭言

現代社会における科学技術の恩恵は計り知れないくらい大きい。いやむしろそのありがたさ、そ

の存在すら意識しないくらいである。  まさに湯水のごとく科学技術の恩恵を浴びている。  例えば、

電話。 人の声はせいぜい十数メ ー トルしか届かないが、 今や地球の裏側の人ともいっでも話ができ

る。事務所や居間にいたままで。次にテレビ。人の目で見える範囲は限られるがテレビは凄い。阪

神大震災の想像を越えた悲惨な状況を空から、路上からありのままに、映像を家庭に実況で伝える。

視聴者は足がすくむ思いでその画面にくぎ付けにされてしま う 。フ ァ クシ ミ リ もなかなか便利だ。

紙の上にちょっと書き留めたメモを遠く離れた受信者にそのままコピーを と る 感覚で伝え る こ と が

で き る 。  使いはじめたらなかなか手放すわけにはいかない。  また最近は、 移動通信への関心が高

まっている 。  利用が船舶通信などに限られていたが、  自動車電話、 携帯電話の普及、 さ ら に パー ソ

ナ ル ・ ハ ン デ ィ ホ ン ( P H S ) に い た っ て は コ ス ト も 圧 倒 的 に安 く 、  「いっで も 、 何 処 で も 、 誰 と

でも」の理想の通信形態に近い。 しかも音声だけでなく、デ一夕や映像までも送れる となる とビジ

ネスには欠かせない武器となる 。

このよ うな高度情報社会の恩恵をしっか り と支えているのは言うまでもな く技術であり 、研究開

発の成果である。 しかし翻って研究の性格を考えて見ると 2局面があるよ うに思われる。 すなわち、

人がで きない こ と 、  あるいは人にとって極めて困難なこ とを人に代わってやり遂げてしま う技術の

研究である。成果が分かりやすいため、研究が首尾よく成就すると周りの人からよくやったと評価

さ れ 、 当人 も ま さ に 「研究者冥利」 に尽き る と満足感を覚える ものであ る 。 ま さに 「 割に合 う研

究」である。上述したいくっかの例はこのような研究にはいる。

一方、 人が得意とする機能をコンピュ一夕にもたせるための研究がある。  その代表格が 「認識」

技術に関する研究であろう。  音声認識や画像認識である。 例えば、 音声認識の研究が進んで、 「市

内観光にっいて教えて下さい」  と連続的に喋った音声をコンピュ一夕が正しく認識したとしても、

それを見ている見学者は、 「私にも認識できるのだから、  コンピュ一夕ができるのはあたりまえ 」

と感激するどころか、涼しい顔をしている。連続的に話された音声を認識するのは難しく、多くの

研究者が長年の苦労と努力を積み重ね、やっとここまで来たのに。  これでは立つ瀬がない。 「割に

合わない研究 」 と言いた くなってしま う 。

当研究所の使命は、先駆的、基礎的、 リ ス キーな研究にチャレンジする こ とである 。そ もそ も研

究とは成功するか否かわからないことをなんとか実現させるものであり 、  自ずと短期的には成果が

出にくく 、いわば「割に合わない研究」の部類にはいる。  しかし先に述べた音声認識の研究の場合

でも、その研究に成功し、言語翻訳および音声合成と組み合わせ「音声翻訳」が可能となれば、長

年の人類の夢を叶える研究成果となる。  いわば  「割に合う研究」  と な るのである 。  遠大な夢を抱き、

黙々とチャレンジングな研究に日夜没頭している研究者に、 時には、勝利の女神が微笑みかけ、新

し い ヒ ラ メ キ を 与 え て く れ る こ と を 願つてやまない。



e研究動向紹介・

言葉と手振りでイメージが見えてく  る

(株 )ATR通イ, ,システムイlfF究1所

スl能処理111f究す'

テ ィ へ リ ノ  ジ ュ リ  A 、  吉田美、i一夫

仮想現実感をべー スにしたコ ミ ュニケーショ  ンにおいて本質的で欠く ことのできないと患われる仮想物体

の生成や形状の編集などは、 現在も大きな課題として残されたままです。 ここでは、  我々の持つ意図や心

のなかで思い描いたイメージ、を自然言語や手振りを使つて表現し、 計算機と対話しながら3次元仮想物体

として作り上げて行くことを可能にする方法を紹介します。

国 は じ め に

臨場感通信会議11 によって提供される協調作業

空間 を ク リェイテ ィブな発想の場として利用するた

め に は 、 グ ラ フ ィ ッ ク ス 技 術 に よ り っ く り 出 さ れ る

仮想物体を会議参加者が自由にハンド リングできな

ければなりません。これは、既成の物体の位置や向

き を変える こ とだけでな く 、物体を変形した り組み

合わせた り す る こ と が で き る と い う こ と を 意味 し ま

す。っまり会議参加者が、頭の中に浮かんだイメ ー

ジを仮想物体として表現する手段を持つと言うこと

です。

そのために 、会議参加者にグラフ ィ ッ ク ス処理の

ための細かなコマンドや数値処理を任せてしまうの

は現実的ではありません。そこでここでは、人間が

表現手段として普段自然に用いている言語表現と手

振りを使ったマルチモーダル イ ン タ フ ェースのため

の枠組、いわゆる 「W h a t  Y ou S a y  I s  Wha t  Y o u

S e e 」 ( W Y S I W Y S ) 1 2 l を紹介し、  3次元仮想物

体を生成・編集するための技術について述べます。

国 2 レベルオン トロジーで容易に意図を理解し表

現する

言語や手振りによって表現された会議参加者のイ

メ ー ジ を 3 次元仮想物体 と し て グ ラ フ ィ ッ ク ス に反

映させるためには、  発言された内容を最終的には機

械が処理できるレベル (機械レベル )にまで翻訳し

なければなりません。  ここでは、次の2つのレベル

の知識、つまり、人間に近い知識表現である「知識

レベル3次元形状オントロジー」および機械に近い

知識表現である 「記号レベル 3次元形状オン ト ロ

ジー」 を用いてこれを実現する方法について述べま

す 。 オ ン ト ロ ジー と い う 言葉は 、哲学において “ 存

在論 ” に関する こ と を意味 し ますが 、  こ こ で は 3 次

元形状に関する知識を記述するための “ 最 も プ リ  ミ

テ ィ ブ な概念集合 ”  という意味で用いています。

(1) 知識レベルオントロジーで意図を理解

3次元形状を表現する言語的な表現は、  表現する

人により様々です。  た と えば 、  基本的な形状の一つ

と考えられている四角難に対する表現は  “四角難 '

の ほ か “ ピ ラ ミ ッ ド”、 “屋 根 ” な ど の よ う に 多 様

に表現されます。その他、球、円筒、直方体などの

ような基本形状もそれぞれ沢山の表現を持つていま

す。 こ の よ う な こ と は 、  3次元的な基本形状に関す

る概念とい うかたちで整理するこ とができます。  ま

た、  これらの基本形状を組み合わせてできる複合物

体に対してひとっの概念が割り当てられる場合があ

ります。複数の基本形状で表現できる自動車、人、

家などは良い例です。

言語表現の多様性をカバー し、 会議参加者の発言

を記号的な  レベルの形状の記述や変形操作にまで翻

訳するためには、  このよ うな概念構造をシステムが

知識として持つている必要があります。我々はこの

よ う な 知 識 を 、  “ 知識レベル 3次元形状オン ト ロ

ジー” と呼んでシステムが持つべきデー タベースの

ひとっと位置付けています。

(2) 記号レベルオン ト ロ ジーで形状を表現

記号的なレベルの形状の記述(記号レベル3次元

形状オ ン ト ロ ジー と呼ぶ ) や変形操作にまで翻訳さ

れた会議参加者の意図は機械レベルまで、 翻訳され

なければなりません。記号的なレベルの意図をグラ

フ ィ ッ ク ス に的確に反映でき るか ど う かは 、  3 次元

的な形状の記述法と密接な関係があります。  た と え

ば図 1 に示す よ う に 、 屋根 を “モス ク形にする ”  と

い う 意 図  (知識レベル) を反映させる場合にっいて



考 え て み ま し ょ う 。  このとき仮想物体が、  ポ リ ゴ ン

( 3 - D グ ラ フ ィ ッ ク ス の 一 般 的 な 要 素 ) の よ う な

もので記述されていたとすると、  “モスクの形にす

る ”  という操作に関係するポリゴンを事前に指定し

ておかなければなりません。そこで、我々は形状の

記述法 と し て 超 2 次 関 数 3 _ (記号レベル)を用い
ることにしました。超 2次関数の主な特徴は次の通

りです。

1. 3次元形状を少ないパラメ一夕で表現できる。

2. パ ラ メ ータの調整により 3次元形状を連続的

に変化できる。

3. パ ラ メ ータ セ ッ ト を 指定す る こ と に よ り 変形

や形状の概念を反映させ易い。

このような特徴を考慮して、我々は3次元形状を

超2次関数により記述し、形状や変形の概念を超2

次関数のパラメ ー タ セ ッ ト と し て表現 し ます 。 こ れ

に よ り 、 言語的な表現 “ モ ス ク の形にす る ” や手振

り を 使つ た  “ こ の様なモス クの形にする ”、 “ こ ん

な風に尖った球にする ”  などのよ うな操作を反映さ

せ る こ と が で き る よ う に な る の です 。

図 1  2 レベル3次元形状オントロジー

国 実験システムの構築

我々は、臨場感通信会議システム : 4 ' にマルチ

モー ダル イ ン タ フ ェー ス と して 、音声による言語入

力と手振りを用いて  “神與”  の デ ザ イ ン を 行 な う 機

能 を組み込み ま し た ( 図 2 ) 。

図 2  臨場感通信会議システムのプロ ト 夕 イ プ

このシステムでは、  通信回線を介して遠く離れた

3ヵ所の会議参加者が協調して神輿のデザインをす

ることができます。神輿を構成する沢山の部品の指

定によ り多様な表現を用いるこ とができます。  ま た

生成 ・編集に関する操作には生成 (例 : 配置する 、

置 く ) 、 動 作 ( 例 : 回 転 す る 、 回 す ) お よ び 編 集

( 例 : 高 く す る 、 伸ばす ) の 3 種類があ り ま す 。  こ

れ ら に よ り 、  “ 屋根を配置する ”、 “ カ ゴ を高 くす

る ” などの様に表現しながら神輿のデザインをする

こ とができます。  手振りにっいては現状のシステム

では、単純な指示操作のみ実現することができます。

た と え ば 、  “ こ れ を ( あ れ を ,  そ れ を ) 長 く す る

( 持つ て く る ) ” な ど の よ う に で す 。

國 むすび

言語表現と手振りを統合的に用いたマルチモーダ

ルイン夕フェー スとその実現のための技術にっいて

述べました。また第一ステップとして臨場感通信会

議実験システムを利用して神與のデザイ  ンを行な う

システムを紹介しました。  今後は、 概念データベー

スの一般化や手振り表現の一般化へ向けて研究を進

めて行く予定です。
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親しみのもてるエー ジ ェ ン ト

(株 ) A T R知能映像通信研究所

第二研究室

間瀬 健二

人間相互の理解を助ける新しいコミュニケーションスタイルの創出を目指して私たちの研究所は今年3月に発足し

ました。第二研究室ではコミュニケーションを活性化させる支援環境の創出を研究テーマの柱としています。ここ

では、コミュニケーション支援環境の1つとして、計算機内に仮想的な人格(エージェント)を創り出して人間の

作業を分担・加勢してもらう、 外部月、注1あるいは情報処理機械としてのコンピュータ利用の研究にっいて紹介します。

[i] エージ ェ ン ト  : 0 0 7か旅行代行業者か

私たちの社会は産業 - 文化の発達とともに生活様
式が変わり、  自給自足の社会から始まって、  いまや

お互いの専門作業に複雑に頼りあう構造となってい

ま す 。 タ ク シーの運転手、 レ ス ト ラ ン の コ ッ ク な ど

も し こ う いった専門家に頼らなければ 、行き先を見

つけるのに時間がかかったり、  ど こへ行 く に も 食 事

の用意を持つていかなければな らない こ と にな り ま

す。いや、  もちろん 、自分でド ラ イブしたいとか 、

自分で作ったほうが安くて自分の好みにあった旨い

料理ができるとか、  自分に与えられた特技や特質を

生かして喜びを見いだすこ と も あ るで し ょ う 。 で も 、

自分の生活ス夕イルにとって重要でないこと、  必要

ではあって も自 ら時間を さけない こ と 、  あるいは、

実は自分でしたいがスキルや知識がないためにでき

ないこと等々、  人間は多くを依存しあって生活する

よ う に な っ てい ます 。

いま、  「エー ジェン ト 」 な る用語が巻でさかんに

使われるようになりました。それは女王陛下のェー

ジェン トでもなければ旅行代理業者のことでもあ り

ません。 コンピュータの中で何か特定の処理や仕事

( タ ス ク )  を任 されたプログ ラ ムやシステムをそ う

呼んでいます。 それをただの自動システムと呼ばな

いのは、 ユーザがその仕事の進め方にいちいち気を

配らないでも 、人間的な知的作業をして くれるこ と

を期待しているからでし ょ う 。  米国計算機学会の機

関誌Commu n i c a t i o n s  of the ACMは昨年、知的

エージェントの特集号1 1 l を発行しました。その中

に は 「 ソ フ ト ゥ ェ ア ・ エー ジェン ト 」 、  「 プ ロ グ ラ

ミ ン グ ・ エー ジェン ト 」 、  「教育エー ジ ェ ン ト 」 、

「デ ス ク ト ッ プ - エー ジェン ト 」 、  「電子メ ール -
エー ジェン ト 」 、  「 ヵ レンダー ・ エー ジ ェ ン ト 」 な

ど、 利用形態によっていろいろな名前を付けられた

知的エー ジェン トが多く登場します。  私たちは、  コ

ンピュ一夕上の知的エー ジ ェ ン ト に何 を し て も ら い

た い の で し ょ う か ? ど う 付 き 合つ て い っ た ら い い の

で し ょ う か ?

國外部脳による脳作業の分担と加遠

いま、  人間が直接するのでは到底不可能なことを

可能にする機械にっいて考えまし ょ う 。機械は、人

間の能力を分担しあるいは能力を增大させることが

できます。たとえば電車や車の発明によ り 、人は 1

日で数百キロメ ー ト ル離れた と こ ろに行って 、  そ こ

で人に会つて話を し た り 、 物 を届け られ る よ う に な

り ま し た 。  これはたとえ千人の人間で分担しても機

械なしには不可能なことです。

コンピュ一夕はいまや情報処理機械あるいは情報

エンジンとして人間の月lまfにおける活動(月lまf作業)を

分担し、  脳力の增大に寄与できるほど発達してきて

います。 コンピュ一夕を外部脳と呼ぶ人もあります。

私たちは、 その正確な記憶力と計算力を基礎にした、

脳作業の補助をする機械へと利用形態を発展させた

いと考えています。

た とえば 、企画やブレインス トー ミ ングなどで 、

同じ考え方の人が集まってもなかなか飛び抜けたア

イデアはでてきません。  專門や考え方の異なった人

が集まるこ とが相乗効果をもたらすのです。余談で

すが、研究機関がA T Rのよ うに国際的異質性をも

つことは重要であるといわれます。集まった人の考

え方や専門によって 、話を合わせるのではな く 、そ

れと全く違う考え方や知識を持つたコンピ ュ一夕 ・

エー ジェン トに会議に参加してもらえば、議論が活

性 化 さ れ る の で は な い で し ょ う か ?  我々の研究

121 によれば、異質な連想辞書をもった門外漢コン

ピュ一夕は、 与え られたキー ワー ドから意外性のあ

4



る文章を提示することができました。  私たちはそこ

から話題を転換し発想を広げていくことができるの

です。

また、  日常のコ ミ ュ ニケー シ ョ ンにおいて話が伝

わらないこ とがよ く あ り ます 。自分で整理できてい

ない こ と やは っ き り と 自覚 し て い ない こ と を 見 え る

よ う に す る 、 す な わ ち 思考 を可視化す る こ と は コ

ミュニケーションや思考作業の中で非常に重要な位

置 を占 め る よ う に な る で し ょ う 。 コ ン ピ ュ 一 夕 グ ラ

フ ィ ッ ク ス 技 術 に よ っ て 、  ミクロの世界や体内の組

織を可視化することが可能となり私たちが大きな恩

恵を受けているのと同じことが予測されます。例えば、

=人の思考空間の可視化によって、お互いがもって
い る イ メ ー ジをす りあわせてコ ミ ュニケー シ ョ ン を

活性化で き る よ う に な る と 考 え ら れ ます 3 1 。

国 見 え るェ一ジェン  ト と 見えないェ一 ジ ェ ン ト
さ て 、 コ ン ピ ュータ ・ エー ジェン トは自動プログ

ラ ム と して コンピ ュ一夕の中で 、ひっそ り と仕事を

し ていればいいのでし ょ う か 。 ス ク リ ー ン上にタイ

マーが出て く る と シ ステムが作動中である こ とがわ

かって安心するよ うに 、仕事中であるこ との掲示は

ヒ ュ ーマ ン イ ン 夕 フ ェ ー ス と して重要です 。エー

ジェントに複雑な仕事をさせるほど、作業経過が概

観できるほうが作業結果に対する信頼性が上がるよ

う に思います 。すなわち 、図に示すよ うにエー ジェ

ントの作業内容も可視化してェー ジ ェ ン ト と 人 間 の

コ ミ ュ ニ ケー ションを円滑にする必要があるでしょ

う 。  「電子秘書」 141 などの人間型のエー ジ ェ ン ト

が好まれるのは、  表情や動作を介して感情空間をわ

か り易 く可視化でき る こ とにあ り ます 。  と こ ろが 、

人間型エージェントを表示することは人間の特別な

能力を備えてい る こ と をューザに期待させるのに、

現在の知的エージェン トは限定された機能しか持ち

合わせていません。 この不一致はイン夕フェース と

し て は 好 ま し く あ り ま せ ん 。  「 ニ ュ ー ロ - べ イ
ビ一1 15 lは赤ん坊の外観を持ち込んで内在する脳

力と外観の一致を提案する一例といえます。

富 ェ一ジ ェ ン ト と いかにつきあ う か
人 と人 と のつ き あいでは 、 残念な こ と な が ら 、

「ウ マが合 う ・ 合 わない 」 と い う こ と が生 じ ます 。

ウマが合わない人とは本当にコ ミュニケー シ ョ ン が

上手くいきません。  どんな仕事をェー ジ ェ ン ト に ま

かせるにしても 、親しみがもてて 、付き合いた くな

るよ うな相手のほうがいいに決まっています。  また、

一貫性のある思考パ夕一ンはその行動の予測や理解

が容易になります。  それを実現するにはェー ジ ェ ン

トに何らかの個性付けをするこ とが必要でしょ う 。

エージェン トは、人間の脳力を增大させる情報処

理機械ですから、運転ミスにより自動車事故が起こ

るように、使い方を誤ると生身の人間は何らかの傷

害を負う危険性があります。  私たちは歴史に学んで、

社会的な間題を引き起こさないよ う 、  この機械の社

会性を考えながら作つてい く必要があ るで し ょ う 。

また、  機械はある程度使い方を練習するのがこれま

での習わしでした。  人間が情報処理機械に依存する

生活ス夕イルのなかで、  機械利用の効果をあげるた

めに、  操作を習得し、  人間側がある程度機械に適合

す る こ と は 必 要 と な る で し ょ う 。

参考文献

11 “Spec i a l I s s u e : I n t e 11 igen t  A g e n t s ” , C ommun i c a t i o n

of the A C M , V o l . 3 7 , N o.7, (1994.7 )

121 K . N i s h i m o t o , S.A b e , T . M i y asa t o , a n d  F .K i s h i n o :

A s y s t em  suppor t i ng the h u m a n  d ivergent  t h i n k i n g

process b y  prov i s ion  of re levant  a n d  heterogeneous

pieces o f  i n f o rm a t i o n  ba sed  o n  a n  ou t s i de r  mode1” ,,

P r o c . A I E / I E A - 9 5 ,M e l b o r n e ( 1 9 9 5 . 6 )

131 角,  小川, 9重1, 大須賀,  照;1顧:  “複数ユーザの患考空lf1を

すり合わせることによるコ ミュニケーション支援システム ” ,

平 7信学会 ソサ イェティ秋季大会にて発表予定(199 5 . 9 )
41 末永 ,  「i1111f1, 福本 , 渡 部 : Hum a n  R e a d e r : 人物像 と音

声に よ る知的 イ ン タ フ ェース ” ,信学論D - II ,,

Vo1 . J 75 - D - I I , N o.2 , p p . 1 9 0 - 202(1992.2)
151 土 佐 :  “ 音声で人間と コ ミ ュ ニケー シ ョ ン で き る 口 ボ テ ィ
ク ス アー ト : ニ ュ 一口べイ ビー” 計 測 と 制 御 ,  Vo1.34,,

no . 4 , p p . 3 1 1 -314 ( 1 9 95 . 4 )

コ:ージェント

図 「 見える 」エー ジ ェ ン ト

口
ユー ザ
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もっ と自然に話せたら

一文法的でない文を理解するために一

(株)ATR言-声話翻訳通イ1-1i,0f究所
第 - _ イ,fF究率
伝 康晴

わたしたちが普段自然に話している文には、 文法からの逸脱が多く見られます。 従来の音声翻訳において

は、 このような文法的でない文は扱えませんでした。 しかし、音声翻訳システムをより高度にするために

は、ユーザが普段通りに話した文を理解できるようにすることが不可欠です。我々は、システムが文法的

でない文でも理解できるような仕組みにっいて研究しています。 ここでは、 従来の文法的な文の理解と対

比しながら、 その仕組みを紹介します。

国 人はどんな文を話すか

わたしたちは普段どんな文を話しているでしょ う

か。 日本語の文は、名詞がいくっかあって、最後に

動詞がある とい う のが基本的な形です 。例えば 、

「 私 が き っ ね う ど ん を 食 べ る 」 と い う 文 で は 、

「私」 「きっね う ど ん 」 と い う 2 つ の 名詞 が あ り 、

最後に 「食べる 」 とい う動詞があります。名詞には

「が」 や 「 を 」 といった助詞がっいており 、 これに

よ っ て 、  「主語 」 とか 「目的語 」 とかいった機能が

決まります。上の文では、  「 私 」 が 「 主 語 」 で 、

「きっねうどん 」が 「目的語 」です 。  こ の よ う な 決

ま り ご と が 「 文法.」です。では、わたしたちが普段

し ゃべっ てい る文は本当に こ の よ う な 文法に し た

が っ て い る で し ょ う か 。

A T R では 、  音声翻訳通信システム開発の基礎資

料 と し て音声言語デー タベー スを構築しています

1 _ 。そ こでは、海外旅行を行な う とい う設定で、
旅行者とホテルのフロント係や旅行代理店の担当者

との間で行なわれる自然な音声対話のデ一夕を収録

しています。 わたしたちは普段、 いかに文法的でな

い文を話していることでしょ うか。例えば、 ( 1 ) はお

土産を買う場面での旅行者の発話です。

(1) え一 、 そ し た ら 、  ド ナル ド ダ ッ ク 、 中 ぐ らい

のドナルドダックお願いします。

こ こには 、  さまざまな形での文法からの逸脱が見

られます。 ( i )  「 え一 」のような冗長な語の使用、

( i i )  「そ し た ら 」 の よ う な口語的な言い回 し ( 本

来 は 「そ う し た ら 」)、 ( iii ) 言 い直 しに よ る余分な

語の発生 ( 最初の 「 ド ナル ドダ ッ ク 」 は必要ない ) 、

( i v ) 助 詞 の省略 ( 「 中 ぐ ら い の ド ナル ド ダ ッ ク 」

の後に 「 を 」 が ない ) な どです 。文法に従 う な ら 、

( 1 ) の文は ( 2 ) のよ うになっているべきでしょ う 。

(2) そ う し た ら 、  中 ぐ ら いの ド ナル ド ダ ッ ク を お

願いします。

これまでの音声翻訳システム  12_ で は 、  こ の よ う

な文法を逸脱した文は扱えませんでした。  しかし、

音声翻訳システムをより高度で使い易いものにする

ためには、ユーザに負担を強いるこ とな く普段通り

に話して も らえ る よ う にする こ とが不可欠です 。  こ

のよ う な考え方の も と 、  当研究所では、文法的でな

い文でも理解できるよ うな仕組みについて研究して

います。

國 音声翻訳システムはどのように文を理解するか

文法的でない文の理解にっいて考える前に、 音 声

翻訳システムが文法的な文をどのようにして理解す

るか 、簡単に説明しまし ょ う 。  「 理解する 」 と い う

のは、例えば、  日本語を英語に翻訳するときに必要

にな る 、  「主語 」 とか 「目的語 」 とかいった機能を

明らかにする こ とだ と考えて下さい 。  最初に述べた

よ うに、文法的な日本語の文であれば、  『「 が 」 と

いう助詞のっいた名詞は「主語」  で あ る 』  と い っ た

文法規則が当てはまります。  したがって、  「私がき

つねうどんを食べる 」の よ うな入力が与えられる と 、

システムは、まず、  「私 」が名詞であることを辞書

から知 り 、次に 、助詞 「が 」 がっいている こ とか ら 、

上の文法規則によ り 、それが 「主語 」である こ と を

知ります。  この様子は図の左側のように表すことが

できます 。

国文法的でない文を理解する

では、  文法的でない文の場合はど うでし ょ うか 。

例えば、 「私、 う ど ん 、 き っ ね う ど ん食べ る 」 と い

う 文 を 考 え て み ま し ょ う 。 先 程 と は 違 つ て 今 度 は

「私 」に 「が 」がっいていないので、  「主語」を決



文法的な文の理解

文

主語 目的語
l l

名詞[が] 名詞[を]
l l
私が きっねうどんを

動詞

食べる

<1=二 文法規則
十

仮説

図 文法的な文の理解と文法的でない文の理解

める文法規則が当てはまりません。  また、  「 う ど

ん 」 は よ り 詳 し く  「 き っね うどん 」 と言い直されて

いるのですが、 「 言い直された語 」を決めるよ うな

文法規則はありません。

我々が研究している手法では、 文法的でない入力

に対して 、文法規則が う ま く当てはまる と こ ろだけ

当てはめ、 文法規則が当てはまらないところは仮説

を た て て 補 う と い う 方 法 を と り ま す ( 図 参 照 ) 。 例

えば、上の例では、  「 私 」が名詞であるこ とまでは

わかりますが、  助詞が抜けているために、  「主語」

か 「目的語 」かわか り ません 。そ こで 、 と り あえず 、

抜けてい る助詞は 「 が 」 だ と 仮定 し て 、  「 私 」 が

「主語 」であるという一つの仮説をたてます。  もち

ろん、逆の可能性 ( 「私 」が 「目的語 」 ) も あ るわ

けで 、 どち らを最終的な結論とするかは 、 どち らの

仮説がより確からしいかを考えて決めます。  言い直

しにっいても同様で、 「 う ど ん 」 が 「 言い直 された

語 」 で あ る と い う一つの仮説をたてます。  言い直し

の場合は、当てはまる文法規則がないので、あらゆ

る 箇 所 に こ う い っ た 仮 説 ( 例 え ば 「 私 」 が 「 う ど

ん」 に 言 い 直 さ れ た ! ) を 考 え る こ と に な り ま す 。

この結果得られる一つの結論を表したのが図の右

側です (口は仮説)。

実は、  このよ うな仮説を作 りながら物事を考える

といった行為をわたしたちは目常よ く行なっていま

す。 例えば、 買物から帰つて来てテーブルの上に置

い て あ っ た ケーキの端つこが少しかじられているの

を見た時、  母親は子供がっまみ食いしたのだと思つ

て、子供をl1 li:1ります。 しかし、 「子供がっまみ食い

し た 」 と い う の は 、 あ く ま で も 仮説に過ぎ ません

( 開 け っばな しに しておいた窓から ノ ラ描が侵入し

て ケーキをかじったのかも知れない ) 。  人工知能で

は、 これを 「仮説推論 」 と呼んでいます。ちなみに、

上の例の場合、仮説の確からしさは、その子供がっ

まみ食いの常習犯であれば高く な る こ と に な り ま すc

我々の手法においては、

1.たくさんの可能性の中から最終的な結論を選ぶ

処理をいかに効率的に行なうか

2 .おのおのの仮説の確からしさをどのように決め

る か

の 2 点がポ イ ン ト に な り ます 。前者にっいては、従

来の文法的な文を理解する際に用いていた計算手順

を拡張することによって、効率のよい方法をすでに

開発しています l 3 _ 。後者にっいても、用意してお
いた事例デ一夕の中でそれぞれの仮説がどのく  ら い

頻繁に生じるかを調べて、  その頻度に応じて仮説の

確からしさを決める方法が有効であると、最近の研

究でわかってきています  (頻繁に起こる出来事は確

からしさが高い ) 。

國むすび

音声翻訳システムで、  人間が自然に話した文を理

解する研究は始まったばかりです。  工学的手法の開

発だけでなく、そのような文の言語科学的な分析も

まだまだ十分ではありません。我々は、音声翻訳シ

ステムをよ り多 くの人に使つ て も ら う た め に、 さ ら

に努力を続けていきます。  「 も っ と 自然に話せた

ら 」  そん なューザの願いを実現するために。

参考文献

1 竹、11準111手幸, 古瀬蔵,  中 村 駕 :  “音声言語デ一夕べー ス 一話
し言集を収集し、音声的・言語的特徴を操る 一 ” ,,

A T R ジ ャーナル,11、1 o .17 ,  p p . 4 - 5 ( 1994秋)
21 谷戸文1ff , 竹11華1寿幸: “ 音声翻訳システムA S U R A と自動

翻訳電語国際共同実験”,  A T R ジ ャーナル , N o . 1 3 ,,

p p .14 - 19(1993春)
31 伝康l暗 :  “ ア ブダ クシ ョ ンに基づ く会話体文の理解のため

の一般化されたチャー ト法 ” ,  情報処理学会論文誌,,

V o l . 3 5 , N o .12 ,pp .2734-2744 (1994 )
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耳を使つて話す

-40年来の懸案にブレークスルー一

(株)ATR人llii l l'1一津随信研究所
第一、研究室

河原 一発紀
声を用いたコミ ュニケーショ ンの場面では、 私たちは話し手であるのと同時に聞き手でもあります。 自分の声がど

のように聞こえているかを常に監視し状況に応じて話し方を調整することで、 なめらかな会話が可能になると考え

られています。しかし、その具体的な働きはこれまで明らかではありませんでした。私たちは、変換聴覚フィ ー ド

バックと呼ぶ新しい実験方法を開発することにより、発声時に聴覚が果たす役割を初めて定量的に明らかにしました。

国 話せなくなった大統領

某国の国立競技場の竣工の式典での事件です。 雰

囲気も盛り上がりいよいよ大統領の演説となりまし

た。 大統領は壇上に上がり、 演説を開始しました。

しかし 、何か変です。ま と もに話せないのです。

つっかえた り 、  妙に間延びしたり、  抑揚さえ も大 き

く 乱れています 。いったい何が起こったのでし ょ う

か?犯人は、  会場に設置されていたスピーカーか ら

の音でした。  自分の声がそれらのスピーカーから約

1 / 5秒ほど遅れて聞こえていたことが、  大統領のな

めらかな演説を妨害していたのです。

國 動かなくなった音声認識システム

20年ほど昔の某研究所での事件です。 新しい音声

認識システムのデモンス トレー ションの日です。  こ

の日に向けて、 認識システムは担当者の声に合わせ

て注意深く調整されていました。  当日の会場の混雑

も予想して、 話者以外の騒音を拾わないように接話

マイクを使用する等、  音響的な条件にも十分注意が

はらわれていました。  しかし、 いざ蓋を開けて見る

といっもの性能が出ません。 たびたび生ずる認識誤

りを機転と話術で切り抜けたものの、  担当者は薄氷

を踏む思いでした。  何が悪か っ たので し ょ う か ?

実は、機械に問題があったのではなく、周囲の騒音

と興奮とで発声者の声の方が変化してしまっていた

のです。

国忘れられていた発声と知覚との相互作用モデル

先の二つの例は、 発声に聴覚が深く関わっている

ことを示す証拠として知られている現象の典型的な

例です。最初の事件は、遅延聴覚フィ ー ド バ ッ ク と

して1950年代から知られている現象の実例の一つ で

す 。第=の事件は、L om b a r d効果として1 9世紀か
ら知られている現象の影響を示す例の一つです。 こ

れらの例は、  発声に対して聰覚が関わっていること

を示すための効果的なデモンストレーションではあ

ります。  しかし、通常の発声のときに聴覚からの情

報がどのよ うに用いられているかをこれらの現象に

基いて調べることは困難でした。遲延聴覚フィ ー ド

バックの結果を説明するために、  既に1950年代には

発声の多重フィ ー ドバック制御モデルが考えられて

いました。  しかし、遅延聴覚フィ ー ドバッ クでは正

常な発声が破壊されてしまうため定量的に影響を評

価するこ とが困難であるこ と と 、影響の現われ方の

個人差が非常に大きいこ と もあって 、  このモデルは

その後4 0年以上にわたって実証されることがありま

せんでした。

國 相互作用の非破壊測定:変換聴覚フィー ド バ ッ ク

私たちは、正常な発声状態を破壊することなく音

声の知覚と生成との関係を調べるために、  変換聴覚

フ ィ ー ドバックと呼ぶ方法を開発しました。  この方

法では、図に示すょうな実験系を用います。  マ イ ク

から入力された発声者の声は、  信号処理によって特

定の音声の特徴量 (例えば声の高さや音色等)  が操

作された後に再合成されて、  発声者の装着している

へ ッドフォンを通してほぼ実時間で提示されます。
つまり 、発声者は、ほんの少し変化した (音の性質

が変換された )  自分の声を聞きながら話すこ とにな

ります。  ここで音声の特徴量の操作を微小な範囲に

留めて発声に異常が生じないようにしておきます。

この時に音声の特徴量の操作方法を工夫することに

よ り 、  提示される音声の特徴量の変化とその時に発

声される音声を分析して得られる特徴量との関係を

定量的に求める こ と がで き る よ う に な り ます 。

特徴量の操作には、 デジ夕ル通信の暗号化にも用

いられることのある特別な不規則な信号を用いまし

た。  その結果、 音声信号に本来含まれている特徴量



の揺らぎを排除して、  操作により生じた影響だけを

分離して測定することが可能になりました。また、

被験者の意識的な構え等による影響も排除すること

がで き る よ う に な っ たのです 。

国 声の高さの自動制御機構を実証

こ うして開発した変換聴覚フィ ー ドバックを用い

て、聴覚からの情報がどのよ うに声の高さ  (基本周

波数)  の制御に影響するかを測定しました。  その結

果、  提示される声の高さに変動が生じた場合には、

その変動を打ち消すょ うに発声される声の高さが自

動的に変化するこ とがわか りました 。また 、それだ

けではな く 、  この聴覚を介した声の高さの調整には、

2つの異なった特性の機構が関わっているらしいと

いう実験結果が得られたのです。  一つは無意識のう

ちに生ずる反射的な成分で、 1/10秒程度の比較的速

い応答速度をもっています。  も う一つは、声の高さ

の知覚に関係すると考えられるもので、  1/2秒程度

の比較的遅い応答速度をもっています。

こ う し て 測定 され た機構が 、 変換聴覚 フ ィ ー ド

バックのよ うな人工的な操作を加えた状態だけでな

く通常の発声でも確かに働いていることを実証する

こ とが次のステ ップにな り ます 。  ここまでの実験で、

変換聴覚フィ ー ドバック条件での音声の特徴量の変

動と発声された音声の特徴量との関係が定量的に求

められています。  したがって、  普通の発声の場合に

も同じ関係が成立するのであれば、  聴覚が声の揺ら

ぎにどのように影響を与えるかを定量的に予測でき

る こ と に な り ま す 。  この様な実験をしたと ころ 、予

測通りの性質を持ったゆらぎの成分が見つかりまし

た。  また、特定の提示条件を設定すると、予測通り

音程が不安定になって、  どんどん揺らぎが拡大して

行 く こ と も 確認で き ま し た 。  こうして40年以上前に

想像されていた多重フィ ー ドバックモデルの実在が

証明され、  具体的なモデルを規定するパラメ一夕の

一部が明らかになったのです。

国 人 と 1訓染む技術に向けて

今回の変換聴覚フィ ー ド バ ッ ク 実験に よ っ て 、 音

声の発声と知覚が密接にからみあったものであるこ

と の一端が明らかになりました。言葉を変えれば、

「私たちは耳を使って話している」  と い う こ と が 、

定量的にも実証されたのです。

私たちの仲間の研究により、  成人であっても音声

の知覚特性が環境に応じて変化していくことが証明

されています 。 さ らに 、  このような知覚の変化が実

際に発音を変えてしま う こ と も っい最近実証されま

した 。変換聴覚フィー ドバック実験の結果やこれら

の事例は、 人間が本来マルチモーダルな生き物であ

ることを示す証拠であると考えられます。様々な機

能を総動員して、  置かれた状況と相互作用を行なう

ことで常に自分の特性を変化させながら適応して行

く も のであ る とい う こ と が 、次々 と具体的に明らか

になって来ているのです。  これまでの技術が一見成

功を修めて来た背景には、 このよ うな高度の柔軟性

をもっ人間にしわ寄せするこ とによってシステムの

硬直性を覆い隠して来たとい う こ とがあるのではな

い で し ょ う か ?  このような相互作用や可塑性をシ

ステムの側にも取 り入れるこ とで 、  むしろ人間を助

け る よ う な コ ミ ュ ニ ケー シ ョンシステムを実現する

ことが将来の課題になります。私たちは、変換聴覚

フ ィ ー ド バ ッ ク を用いた研究によ り 、 その よ う な シ

ステム実現のための鍵となる情報を明らかにしてい

こ う と 考えています 。

マイクロフォン

図 変換聴覚フィ ー ドバック実験系の構成

へツ ドフォン
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きれいな光をパワフルに

- 1.06µ m波長帯光ファイバ増幅器一

( 株 ) A T R 光 ,,・ィ度通イ,i研究所
無線通信第 -11;F究率
宮崎  哲弥

極めてきれいな光を出すレーザ光源がありますが、この光を高利得かっ簡易な構成で增幅するデバイスがありませ

んでした。当研究所ではこのきれいな光を増幅するネオジミウム(Nd)添加光ファイバ増幅器を試作し、1000倍

以上の高利得增幅動作に成功しました 〔1〕。  ここではこの光ファイバ増幅器の高利得增幅特性の鍵となった秘密

を紹介します。

田 はじめに

伝言遊びとい うゲームでは最初のオリジナル情報

が誤つ て伝 え ら れ る と こ ろ に お も し ろ さ が あ る と 思

います。 しかし実際の通信システムでは情報が誤り

な く伝え られなければ大変なこ とになって し まいま

す。情報を正し く伝えよ う とする時、情報を乗せた

信号が目的地に着 く までに弱まってし ま う とい う問

題が様々な原因で起こります。大量の情報を乗せる

光ファイバ通信網の建設が内外で進められています

が 、光フ ァ イハ内のご く ゎずかな損失によって も目

的地までの距離は制限されてしまうのです。  こ こ で

紹介する光ファ イバ增幅器とは光がファ イバ中を進

むうちに数10 0倍以上にも強度が強められる  ( 增幅

さ れ る )  と い う マ ジ ッ ク フ ァ イ バ で す 。  このマジ ッ

クの成力は例えば日的地に到着するまでに弱まって

しまったパルス信号光を “ 1 ” か “ 0 .” か識別可能

な強度まで增幅する時に発揮されます。  もちろん送

り側であらかじめ充分な強度に元のパルス信号光を

増幅する場合にも有効です。光ファイバ增幅器には

ある波長範囲の光だけを増幅する性質があります。

波長1. 5µ m 帯 の 光 フ ァ イ バ 増幅器は光 フ ァ イ バ 通

信において実用化されていますが、  こ こでは極めて

きれいな光を出すレーザ光源の光を增幅する光ファ

イバ增幅器を実現しました。

國 きれいな光のみなもと

ネ オ ジ ミ ウ ム ヤ グ ( N d : Y A G )  レ ーザ光源は

レーザ光源の中でも飛び切りピュアーな光を発光す

る こ とで知られています。例えば光ファイバ通信で

使われている半導体レーザ光源と比較した場合、  波

長スぺク トルの幅は 1万分の 1以下、と抜群にきれ

いな光を出す光源です。 このよ うな特長を持つ波長

1.06µ m 帯 N d : Y A G レーザ光源は、当研究所で検

討を進めている光衛星間通信等の自由空間伝送系や、

地球の大気汚染をモニ夕するためのレーザレーダ等

において性質の良い光源として検討され、  また実際

に利用されてきま した 1 21。 しかしこの波長帯の光

を簡易な構成で高利得に增幅するデバイスがありま

せんでした。  今回開発した光ファイバ增幅器はN d :

Y A G レーザ光源を用いたこれら既存の用途におい

て即応す るばか り で な く 、 生体細胞観察に適 した

フ ォ ト ン走査頭微鏡用光フ ァ イバプ ローブ'31 な ど

の最先端の光計測分野における新たな利用の道を切

り 開 く こ と も期持 されます 。

国光が増幅される仕組み

これ まで N d : Y A G レーザ光源からの信号光を增

幅する場合、 光源に使われている材料と同じ固体結

晶 ( Y A G 結晶 )  を使った光増幅器を用いていまし

た。  Y A G 結 晶 中 に は 適当 な 濃 度 の ネ オ ジ ミ ウ ム

( N d ) が不純物として添加されていて、 N dは波長

0 . 8µ m の 光 ( 励 起 光 ) を 吸 収 す る と 波 長1. 06µ m

帯の光 (自然放出光 ) を放出します。 この結晶に充

分な強度の励起光を照射した上で波長1. 06µ m の 信

号光を通過させると、信号光の強度を增幅すること

ができます。  しかしこの従来の固体結晶を用いた光

增幅器の場合、 信号光を結晶に1回通過させただけ

では十分な增幅利得は得られないため、  図1 ( a )に示

すよ うにできるだけ大きい結晶中を多数回にわたっ

て通過させるジグザグパス構成を通常用います。  そ

のため固体結晶による光增幅器は光学構成が大型で

複雑となり、振動や温度などの環境変動の影響を受

けやすいという問題があります。

そこで固体結晶の代わりに、  光フ ァ イ バの コ ア の

部分に N d を添加 した光フ ァ イバ を用いて 、 コ アの

部分に信号光と励起光を共に入射することにより光

增幅器を構成しました。光ファイバは太さが髪の毛

程 度 な の で ( 個 人 差 は あ り ま す が ) 、 光 フ ァ イ バ の
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図 1  増幅器構成

信号光出力

長さが100メ ー トル以上必要となっても釣学のリ ー

ルのよ うに小さ く収納する こ とができます 。実際に

図1 ( b )に示すょ う な シ ンプルな構成に よ り 1 回 の信

号光の通過で高い利得の光增幅器を実現することが

で き ま し た 。

國 ぅ れ しいおどろ き一 で も なぜ ?

增幅器用光ファイバを制作する場合、発光にかか

わる N d を材料の石英に添加し易 くす る日的で 、

N d以外の第2の不純物を共添加物として加えます。

こ う し て製作された增幅器用光ファ イバからの自然

放出光スぺク  トルは、  石英等の材料と共添加物に

よって微妙に影響を受けます。  そして信号光を高い

利得で增幅するためには、  この自然放出光スぺク ト

ルが信号光波長と重なっている必要があります。  そ

こでまずN d添加光ファイバの場合、  1.06µ m の 信

号光を高利得增幅するためにはN dの他に何をどの

程度共添加すれば良いかを明らかにしました。図2

にN d添加光ファイバの自然放出光スぺク トルの形

状を、N dのみ添加した場合  (点線 )、  同濃度のN d

と適当量のA 1を共添加した場合 (実線 )にっいて示

します。Ndのみ添加の場合は自然放出光スぺク トル

のピー ク波長が1. 08µ m と信号光波長の1.06µ m か

ら外れているのに対し 、  A l を共添加した場合は信

号光波長とほぼ重なっていて 、  さ ら に興味深い こ と

80
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図 2  N d添加光ファイバの自然放出光スぺク  トル

には、  よ り 急 峻 と な っ て い ま す 。  ちなみに1 . 5µ m

波長帯光ファイバ增幅器の場合は、  A1の共添加に

より自然放出光スぺクトルが平坦化されることが知

られています1 4 1 。  と に か く 、 N d の 場合 こ の A 1

の共添加の効果が增幅特性の向上に大きく貢献して

い る こ と は確かです 。 こ の 2 種類の N d 添加光フ ァ

イバを用いた光ファイバ增幅器の最大利得は同一の

励起光強度において、  N dのみ添加の場合は5倍で

あるのに対し 、  A lを共添加した場合は1600倍と、

極めて高利得であ る こ と がわか り ま し た 。  この A 1

共添加のメカニズムを今後解明することによ り 、光

増幅器のさ らな る特性改善の ヒン トが得られる こ と

も期待しています。
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釜の飯

今年もE u r o S p e e c hの国際会議の訪問先やスケジュールに関する e - m a i 1 が来る頃にな りま  した。 数人

の A T R の 0 B が 、マ ド リ ッ ドに行 く よ うです 。私が 、自動翻訳電話研究所に着任したのは 、  もう10年前の

1 9 8 6年 6月でした。その年の 2月ごろ、 N T Tの覚さん (名古屋大学教授 )から国際電話で 「カーネ ギー メ

ロン大学から帰つたら 、  に 直 接 行 く よ う に」 と の よ く理解できない電話がかかってきま した 。  6 月に N T T

に戻り、次の日にA T Rに直行しましたが、本,1家松社長は取締役会で東京に出張中で、大阪の0BPビルの中
のがらんと した部屋で匂坂さんと会つて、  先行きの不確実さ、  任務の重さに少なからず動揺したことを思い

出します。

その後、 3年半余り、音声情報処理研究室の室長として、プロジェクトの立ち上げ、および研究の推進を

行なったのですが、  エキサイテ ィングでやりがいのある日々を過ごしました 。  まず、  A T R のオープンな研

究所の原則が、米国の大学で 2年間過ごした直後の私にとって、実感としてわかったこと 。 111軸公社長に全面

的に信頼してもらい、  自由に研究を推進させてもらったこ と 。  なによ り も大きいのは、  世界中から優秀な研

究者が来て くれた こ と です 。 さ っそ く 、 匂坂 さん 、片桐 さん と音声デー タベー スの構築を考え、音声関連の

企業の研究所に無理なお願いをしたところ、資同して頂き、音声データベー スの構築が始まりました。そこ

に、音声研究の重鎮である桑原さん (西東京科学技術大学教授 )が 、 N H Kから A T I 1 に来て下さ り 、地に

足のっいた音声データベー スの作成が開始できました。  また、  N T Tから川端さんが着任し、  音声認識の研

究のマネー ジ メ ン ト を し て も ら い ま し た 。 企 業 か ら も 、 武 田 さ ん ( 名 古 屋大学助教授 ) 、 田 村 さ ん 、 中 村

( 哲 ) さ ん ( 奈 良 先端大助教授 ) 、 沢 井 さ ん 、 花 沢 さ ん 、 宮 武 さ ん 、 安 部 さ ん 、 畑 崎 さ ん 、 中 村 ( 雅 ) さ ん 、

安部さん 、阿部さん 、丸山さん 、北さん ( 徳島大学助教授 )  と優秀な研究者を派造して頂きました。

フ ランスの E N S T の T u b a c h 教授にも 、学生を派造して頂き 、 A T R の国際性を高める こ とができま し

た 。その後 、 カーネ ギー メ口ン大学から友達のA l e x  W a i b e 1 さ ん ( カールスルーエ大学&カーネ ギ メ ロ ン

大学教授) と斎藤博昭さん  (慶応大学助手) が助けに来てくれて、現在のA T Rの音声認識の基礎となって

い る H M M - L R や ニ ュー ラルネ ッ ト に よ る音声認識の先駆け と な った T D N N の研究が始ま り ま し た 。  こ
れ ら に よ っ て 、  音声分野でのATRが、  学会などで世界中から注目されるよ うになったと思います。  その後、

小森さん、服部さん、実習生の南さん、伊藤さんなども加わり、研究は極めて順調に進みました。この初期

の メ ン バーのうち、 1 0名余りが博士号を修得しました。国際会議などでは、AT Rは大学院大学ですか、な

どとの質問も受けます。  この初期のメンバーは、 国内外の会議などで、  一緒に旅行したり、  食事をした り 、

また 、  e - m a i l、 電話で研究にっいて助け合つたりしております。  A T R マ フ ィ ア な ど と呼ぶ人 もい ますが 。
自動翻訳電話プロジェクトの半ばで、  最も信頼できる N T Tの同條である嵯峨山さんと杉山さん  (会津大

学教授)に音声研究をまかせて、自動翻訳電話研究所をサポー ト し て 頂い た N T T ヒ ューマ ン イ ン タ フ ェー

ス研究所に戻りました。  現在の奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科には、 AT R時代の私の研究な

どによ り推薦を頂き、  1年遅れで昨年度の初めに、中村哲助教授、伊勢史郎助手とともに着任して、音情報

処理学講座を担当しております。分野は、音声認識、分析、符号化の音声情報処理と、騒音制御、音場制御

の音信号処理を守備範囲としております。奈良先端大は、ATRから車で1 0分の距離にあります。すでに、

A T Rには実習生などでお世話になっております。  A T Rにも、以前から関係の深い音声翻訳研究所、人間

情報通信研究所に加え、 中津さんの知能映像通信研究所もでき、  ますます研究協力関係を深く し たいと思 つ

ています。  と 言いま して も 、私の講座はまだ 1 年余 り 、 A T R に も送 り込め る人材の育成を日標 と し て頑

張つているこの頃です。
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お茶の感想

(株 )ATR通信システム研多究所

通イ11 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 室

張 遷仁  ( Z h a n g  Qian - R e n )

1989年10月留学生として日本に来ました。 まず研究生として大阪大学産業科学研究所に入りました。 1994

年4月大阪大学博士課程を終了して客員研究員としてAT Rに来ました。  A T R に来 る前に 、 A T R の環境

が良いと聞いていたが、  入 っ た ら 思つたよ りずっ と良い と感じま した 。  学際的かっ異質性に富む研究ス夕ツ

フ、 柔軟な研究運営体制と充実した研究設備、 恵まれている自然環境及び自由な雰囲気などがATRの特色

で あ り 、  A T Rが研究をやりたい研究者にとって最適な研究の場であると言つても過言ではないのです。

私に と っ ては 、  日本での留学生活、 特に国際色が強いATRでの研究生活は、  異文化を知る貴重なチャン

スです。 たべものや飲みものなどが個々の国の伝統文化と切つても切れません。  お茶はその代表の一つだと

思います。  初めて知り合いの日本人の家に招かれて日本茶 (抹茶 )  を飲んだ時、 日本茶道のお茶の立て方や

飲み方などの作法に大変感心しました。  お茶は最初に中国で作られ、 その後目本に伝わってきました。  中国

には 、多種多様なお茶があ り 、いろいろな立て方 /飲み方があ り ます 。例えば 、紫砂壷 (有名な陶器の一

種 )  の急須で入れたお茶の味が良いとか、 お茶を注ぐ時に半分ぐらいにするとか。  それでも、  目本ほどの作

法はあま りあ りません。  日本人は、お茶の作り方/飲み方を発展して、独特な、お茶文化一茶道を作り上げ

て き ま し た 。  こ の こ と か ら 、  ものを創造する日本人の知恵がうかがえます。  こ の よ う な知意が 、現在の日本

の繁栄と発展に大き く貢献したと言えるでし ょ う 。 また 、お茶を飲む時、何人で順番に立て、飲むとい う こ

とには、  仕事を分担し、  楽しみを共にするという日本人の集団性が反映されていると思います。

茶道の作法はお茶文化に欠かせないものです。 も う一方、お茶を飲むことが、  リ ラ ッ ク ス し て 体 を 休 め る

と い う 目的か らみ る と 、  作法だけで疲れてしまってお茶を飲む楽しみがなくなるのではないかという面もあ

る気がします。お茶を飲むこ とは 、お茶の味である “内容 ”  とお茶の立て方いわゆる “形式” と い う二つの

側面を持つと考えられます。  私の偏見かもしれませんが、 日本でのお茶の楽しみ方は、 ど ち ら か と い う と 、

形式” を重視するのに対して、  中国では  “内容” を大事にするような気がします。料理にっいても同じで

す。

日本に来る前は、  鳥青望茶が目本人に好まれているとは知りませんでした。 日本に来たら、  鳥龍茶の人気の

高 さ に びっ く り しました 。中国では、鳥龍茶が多くのお茶の一種に過ぎず、南の方でよく飲まれるが、全体

的に言うと、日本ほどの人気がありません。東北地方出身の私にとって、青 l1l井茶、 ジャス ミ ンに馴染んでい

るが、鳥龍茶にっいては、あま り知 りませんでした。日本に来たおかげで、鳥龍茶も多く飲めるよ うにな り

ました 。  鳥龍茶は日本でよく知られているが、  ほかの中国のお茶はあまり紹介されていないような気がしま

す。 じっは、中国では、お茶の種類が多数あり、紅茶類、緑茶類、鳥龍茶類、花茶類及び圧縮茶類に大別で

きます。  この中では、主に少数民族の消費者を対象としている圧縮茶類を除いて、  あとの4種類のお茶は多

くの人々に好まれています。

まだしばら くの間日本にいるっも りで 、  いろいろなことを学びたい。  積極的に異文化に接してそれに対す

る理解を深める こ とが私の留学のも う一つの目標です。

( 執筆者から目本語で投稿いただきま  した )
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A T R科学技術セ  ミ ナ ー に ノ  ーベル賞受賞者を招聘

ATRでは、 先端分野の第一線の研究者の方をお招き し、 その分野の最新の動向等をご講演いただく ATR

科学技術セミナーを開催しています。第26回セミナーでは著名な理論物理学者であり1969年ノ ーベル物理

学賞受賞者である米国サンタフェ;研究所のマレー ・ゲルマン教授をお迎えし、 ご講演いただきました。

第26回 95年5月26日 (人間情報科学 第19回)

ク オー ク と ジ ャ ガー M u r r a y  Gell - Mann  ( サ ン タ フ ェ 研究所 )

M u r r a y  Ge l l - M a n n 教授

1969年ノ ーベル物理学賞 ( 素粒子クオー クの存在を提唱 )  を受賞されたマレー 。 ゲルマン教授にご講

演いただきました 。ゲルマン教授は、組織の枠を越えた研究交流の場として t目界的にュニ ー - ク な 存 在 で

ある米国サン夕フェ研究所の創設者と して も有名です 。  ご講演では、  同所で超分野的に進められている

複雑適応系の考え方やその重要性についてお話しいただきました 。複雑性はランダムではな く 、むしろ

規則性に近い概念であ り 、単純で基本的な法則から創発するとい う捉え方を基本とします 。分子進化か

ら、免疫系、月lまf 神経系、社会現象までが、適応 - 学 習 。進化する複雑適応系であるとする見方の重要性
を 強 調 さ れ ま し た 。 そ の よ う な 世 界 観 か ら 、 教 授 の 著 書 の 題 名 で も あ る l ク オ ー ク ( 単 純 な も の )  と

ジ ャ ガー ( 複 雑 な も の ) 」  との関係の連鎖や複雑性を数学的に扱うための理論的枠組みも含めてお話し

いただ き ま し た 。  還元主義は原則においては有効であっても、  全体的な世界を把握するための戦略とは

な り え な い こ と 、  すなわち、  大雑把に全体を捉える総合的アプローチの重要性を特に力説されました。

- - - -- そのほかのA T R科学技術セ  ミ ナーの開催状況 - - - - -

第23回 95年4月12目 (音声言語処理技術 第 4 回 )

朗読音声から自発発話音声へ - :童員律の処理における問題点とァプ口一チ ー 藤崎博也  (東京理科大学)
自由発話音声のイントネー ション、夕イミング、分節音縮退のモデル化 K l a u s  J . K o h l e r ( キール大学)

藤崎博也教授からは、  韻律の役割、 計算モデルの重要性とその実例、  日本語の韻律単位と構造、  朗読

音声に比べた自発発話音声の韻律の特徴などにっいて講演がありました 。  ク ラ ウ ス ・ コー ラ一教授は、

ドイッ語を対象としたK i e l I n t o n a t i o n  M o d e 1の概略とテキスト入力型の音声合成システムへの組み込

み 、  さ らにはこれを用いた記号入力による自由発話音声の合成手法などについて講演されました 。
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第24回 95年5月22日 (音声言語処理技術 第 5 回 )

韻律構造の基本的性質と多様性  Mary  B e c k m a n ( オハイオ州立大学、A T R音声翻訳通信研究所 )

音声の流れを規定する基本単位である音節  ・ f o o tなどの韻律構造の多様性と、 それに起因する役割の

違いや言語間の比較を講演されました。短音節と長音節の違いが、  ア クセン ト位置の決定や単語の形成

な ど様々な面に影響 し てお り 、  それらの現象には日本語 と英語に共通した性質が見られる こ と 、  一方

ピ ッチの制御にっいては、 日本語では単語の意味の識別に寄与するのに対して、  英語ではス ト レ スの位

置を表 し てお り 、  全 く違った役割を持っている こ となど日本語と英語を対比した興味深い内容でした 。

第25回 95年5月25日 (人間情報科学 第18回)

画 像 内 の レ リ ーフ 一心理物理学的アプ口一チ ー J a n  J . K o e n d e r l i n k ( ユ ト レ ヒ ト 大学 )

3次元物体の表面の知覚にっいて、  独自のアプローチから取 り組んでいるュ ト レヒ  ト大学のケン  ド リ
ン ク教授に講演をいただきま した 。特に今回は心理物理学的な ト ピ ッ クにっいて 、ユニー クかっ多様な

手法で得られた豊富なデ一夕をも とに 、  興味深い議論を進めていただきました 。  2 次元である画像から

3次元物体の表面として知覚するメカニズムの解明は、神経科学、  ロ ボ ッ ト ビ ジ ョ ン な ど 隣 接 す る 自 然

科学の領域に と っ て重要なテーマであ り 、  講演終了後も様々な分野からの研究者との質疑応答が行われ

ま し た 。

第27回 9 5 年 6 月 9 日  (人間情報科学 第20回)

漸進的学習理論 : 学習機械のためのカ リ キ ュ ラ ムの設計  浅田春比古 ( マ サチ ューセ ッ ツ工科大学 )

マ サ チ ュ ーセ ッ  ツ工科大学の浅田春比古教授から、  機械学習への新しいアプローチ にっいてご講演い

た だ き ま し た 。  漸進的学習理論は、学習機械が単純なものから徐々に難しい夕スクを確実かっ効率よく

学習する こ と を可能 とす る理論です 。漸進的学習理論では 、機械が学習すべき夕ス ク系列 ( カ リ キ ュ ラ

ム ) を ど の よ う に 設 計 し 、  ど の よ う に カ リ キ ュ ラ ム の進行 を管理す る か が重要 と な り ま す 。  ご講演では、

ロ ボ ッ  ト組み立てや適応制御などへの適用事例も含めてお話しいただきました。

第28回 95年6月12日 (人間情報科学 第21回)

合 同 講 演 仮 想 人 間 : 自 律 性 と リ ア リ ズ ムへの挑戦 Nad i a  M . T h a l m a n n ( ジ ュネーブ大学)

D a n i e l T h a l m a n n ( ス イス連邦工科大学 )

コ ン ピ ュ一夕 グ ラ フ ィ  ッ ク スに関連した映像科学の権威であ りマ リ  リ ン ・ モ ン ローを始め とす る合成

人物像のアニメ ー シ ョ ン 作 品 で も 知 ら れ て い る 、 N .  夕一ルマン教授、  D .  夕一ルマン教授のご夫妻を

お招きして 、合同講演をしていただきま した 。  自律性と リ ア リ ズムの追求を目指して 、人工生命体とし

ての仮想人間を映像によって作 り出そ う とする研究の最新の成果が 、  ビデオによるデモを交えて紹介さ

れ ま し た 。

第29回 95年6月23目 (人間情報科学 第22回)

コンピュータ免疫シ ス テ ムに向けて  Stephan ie  Forrest (= ユ ー メ キシコ大学 )

Em e r g e n t  Compu t a t i o n  ( 創発的計算論、  M I T  P r e s s )  の編著者 と し て有名なニ ュー メ キ シ コ大学

の フ オ レ ス ト 準教授か ら コ ン ピ ュー タの免疫システムにっいてご講演いただきました 。  免疫系は並列性

の極めて高い分散適応システムであ り 、学習 、記憶 、連想的な原理に基づく変化検出アルゴ リズム と コ

ン ピ ュー タ ウ ィ ル ス の 検 出 や コ ン ピ ュ 一 夕 の セ キ ュ リ テ ィ 問 題への適用法などについてお話しいただき
ま し た 。

〔お問い合わせ先〕  A T R科学技術セ  ミ ナ一事務局

人間情報科学担当 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 8 , E - ma i l : m i e k o @ h i p . a t r . co . j p
音声言語処理技術担当 F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9 , E - ma i l : s em - i t l@c t r . a t r .co . j p
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自由発話処理のための韻律の計算モデルに関する

A T R 国 際 ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催

( A T R  I n t e r n a t i o n a lWo r k s hop  o n  Compu t a t i o n a lMod e l i n g

of P r o s o d y  f o r  Spontaneous  Speech Proce s s i ng )

ATR音声翻訳通信研究所主催で 「自由発話処理のための韻律の計算モデルに関するATR国際ワ ー ク

ショツプ」を、さる 4月1 2日 (水 )から 1 4日 (金 )の 3日間にわたり開催しました。この分野の第一線で

世界的に活躍している国内外の研究者100名余りが参加し、 額律に関する諸問題にっいて活発な議論が行

なわれました。

音声を用いたコ  ミ ュ ニケー シ ョ  ンにおいて、  韻律は話し手の意図や個人性を表わす重要な働きをして

お り 、  文字言語と対比して音声言語を特徴付ける重要な要素となっています。  韻律情報の利用はこれま

で音声合成で意味情報を伝えるための最低限の利用に留まっていましたが、  自由発話においては、  文字

と し て記述した場合には共通であ るに もかかわ らず 、韻律によ って全 く異なった意図を伝え る場面がし

ば しば起 こ っ て き ます 。

こ の よ う な 観 点 か ら 本 ワー ク シ ョ ッ プ で は 、 藤崎博也教授 ( 束 京理科大学 ) 、 K . K o h l e r 教 授 ( キー

ル大学 ) 、 W . H e s s 教 授 ( ボ ン 大学 ) 、 G . B r u c e 教 授 ( ル ン ド 大学 ) 、 M . B e c k m a n 教 授 ( オ ハ イ オ州

立大学、 A T R音声翻訳通信研究所客員研究員 )  を は じ め と す る 、  この分野の第一線の研究者20名が、

韻律の知覚、モデル化、音声認識 。音声合成 。談話管理への応用などの様々な立場から、自由発話処理

のための韻律の計算モデルへのアプローチに関す る講演 を行 な う と と も に 、  現状と将来展望に関するパ

ネ ル ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 な い ま し た 。

なお、  藤崎博也教授の 「朗読音声から自発発話音声へ 一音貴律の処理における問題点とアプローチー 」
お よ び K . K o h l e r 教授の 「自由発話音声のイン トネ ー シ ョ ン 、 タ イ ミ ン グ 、 分 節 音縮退 の モ デ ル化 」

にっいては、第 2 3回のA T R科学技術セミナーを兼ねて実施しました。  (関連記事参照)

藤崎博也教授の講演の模様 パ ネ ル ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 模 様

◆主 催 AT R音声翻訳通信研究所、  一部は国際電気通信基礎技術研究所と共催

◆日  時 平成 7年 4月 1 2日  ( 水 ) ̃ 1 4 日  ( 金 )

◆場 所 A T R大会議室

◆ 参 加 者  招待講演者ならびに A T R か らの講演者の他 、  大学、  関係する研究機関を中心に

109名が参加
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米国で学術研究用のネッ トヮー クとしてス夕一トしたインタ ーネッ  トは、 全世界のコンピュ一夕・ネッ ト

ワー クの集合体として、今や数千万の人々が利用する巨大なネットヮ ー クへと成長しています。

このイン夕一ネット上で、世界中の研究機関や大学、企業等のWWW(Wor l d  Wide W e b ) サーバが接続

され、  ネ ッ ト ヮ ー ク全体が巨大なデー タベー スとして活用されています。 ATRにおいても、各R&Dの

研究活動等に関する情報発信を行うべく、 4月からWWWサーバを公開しています。

情報内容

国際電気通信基礎技術研究所のペー ジ で

は 、 A T R の組織 ・構成 、設立からの歩み 、

研究成果などの A T R グ ループ全体に関す

る情報を中心に提供しています。

R & D各社のぺー ジは、  発足 し て 間 も な

い映像研から、  今年度一杯で研究が終了す

る通信研 、  光電波研 ま で 各社毎 に バ ラ ェ

テ ィ ーがあり 、組織や研究概要紹介のほか、

研究者のプ ロ フ ィ ールや研究成果の紹介な

ど 、  各社毎に工夫を凝らした内容としてい

ます。

今後、さらに情報を追加していく予定です。
ATRグループのWWWサーバ構成

ア ク セ ス方法

A T R の U R L ( U n i f o r m  Re s o u r c e  L o c a t i o n )は、 ( h t t p : / / www .a t r . c o . j p / )です。また、各社のURL

は次のとおりです。  A T R の 情報 を ご覧にな り た い方はア ク セ ス し て く だ さ い 。

( 株 )  国際電気通信基礎技術研究所(AT R I )

( 株 )  A T R通信システム研究所

( 株 )  A T R知能映像通信研究所

( 株 ) A T R 音声翻訳通信研究所

( 株 )  A T R人間情報通信研究所

( 株 ) A T R 光電波通信研究所

(h t tp ://ct r .a t r .co. jp:8080/)

( h t t p : / /www . a t r - s w .a t r .co . j p/ )
( h t t p : / / w ww . m i c .a t r .co. j p / )

( h t t p : //www. i t 1 . a t r .co . j p/ )

( h t t p : / /www . h i p . a t r .co . j p/ )

( h t t p : / / w ww . a t r - r d . a t r .co.  j p / )

〔お問い合わせ先〕  ( 株 )  国際電気通信基礎技術研究所  開発室

T E L ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 9 2  F A X ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9
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★電子情報通信学会 功績賞  (1995年5月20日)

受賞者  国際電気通信基礎技術研究所 葉 原  耕 平 副 社 長

永年にわた り電気通信ネッ  ト ヮー クの発展に寄与し

た こ と に よ る 功績賞で あ る 。  ディジタル交換方式の研

究開発の推進、 I S D Nの基本構想の策定などディジタ

ル通信網の形成と発展に貢献すると と もに 、電信電話

技 術 委 員 会 ( T T C ) の 議 長 ・ 名 誉 議 長 と し て 国 際 的

な標準化の推進に貢献した。

☆科学技術庁  科学技術庁長官賞 (1995年4月20日)

受 賞 功 績 受賞者 所 属 内 容

類似検索に基づく 用例

翻訳技術の研究

飯田 仁 ATR音声翻訳通信研究所 室 長 日常の話し言葉に多く現れる主観的な表

現や慣用的な表現を翻訳し、  こなれた訳文

を作り出す用例翻訳という新しい翻訳技術

を創出し、実時間処理を可能とした。

本技術の特徴は、 大量に蓄積された翻訳

例の中から最適な訳例を高速に選び出す類

似検索法の実現にある。

☆科学技術庁 第54回注目発明 (1995年4月17日)

受 賞 発 明 受賞者 所 属 内 容

眼球運動分析装置 山田  光穂 NHK放送技術研究所 主幹研究員

元ATR視聴覚機構研究所

本発明の特徴は、 頭部運動による視線の 1

動きと眼球運動による視線の動きを同時に

分析することができる点にある。立体映像

・ 広視野画像などの視覚の役割評価や11、注1機
能の観測などを可能とし、  精密な眼球連動

の計測技術として、  いろいろな産業分野で

の導入が期待される。

☆日本音響学会  粟屋潔学術奨励賞 (1995年3月15目)

受 賞 講 演 受賞者 所 属 内 容

本研究は、人間が何を頼りに音声のゆら

ぎを検出しているのかを調べたものである。

各語の長さを可変とする実験法を開拓し、

従来の通説とは異なる実験結果を得た。

平成6年度秋季研究発

表会講演「知覚的音韻

長補償効果の測定」

加藤 宏明 ATR人間情報通信研究所 研究員
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☆電子情報通信学会  平成 6年度学術奨励賞  (1995年3月28日)

受 賞 講 演 受賞者 所 属 内 容

物体の多面体表現から

のoc t r e eの生成

並列計算機を用いた三

次元物体の実時間衝突

検出法

北村  喜文 A T R通信システム研究所  研究員 三次元仮想物体間の衝突検出方法と して、

「一般の非凸物体に対して多面体表現から
その物体のo c t r e e ( 8分木 )表現を生成す

る方法」及び 1-本方法で作成されたoct r e e
表現を用いて複数の三次元物体間の衝突を、

並列計算機を用いて実時間で検出する方法」

にっいて提案し、 実験により有用性を確認
した。

L 帯 ス ロ ッ  ト結合形セ

ルフダ イプレ クシング

ア ン テ ナ

村上 康 東芝情報通信システム研究所

研究第二担当

元ATR光電波通信研究所 研究員

セルフダイプレクシングァンテナの給電

回路 を ス ロ ッ ト 結 合 と す る こ と に よ り 構 成

の簡易化を実現した。

また 、 ス ロ ッ トの形状に工夫を行い、送

信 ・受信アンテナ間のア イ ソ レー シ ョ ン 量

30 d B と い う 良 好 な値 を得 る こ と が で き た 。

☆電子情報通信学会  論文賞  (1995年5月20日)

受 賞 論 文 受賞者 所 属 内 容

標準正則化理論の多価

関数への拡張

一滑らかな多重表面の

復元一

志沢 雅彦 N T T  ヒューマンイン夕フェース研究所

主任研究員

元ATR人間情報通信研究所

重なりあった複数表面の知覚である透明

視にっいて述べたものである。

まばらに観測された奧行きから多重表面

を同時に復元する計算理論と超並列アルゴ

リズムを提案した。本論文は、単一表面を

復元する標準正則化理論に基づいたアルゴ

リズムを拡張したものである。

★情報処理学会  Best Au t h o r賞  (1995年5月19日)

受 賞 論 文

特別論説 「自動翻訳電

話の実現に向かって」

受賞者

森元 逞

所 属

ATR音声翻訳通信研究所 室 長

内 容

自動翻訳電話 (音声翻訳通信 )を実現す

るための要素技術である音声認識、 言語翻

訳、音声合成ならびにそれらのイン夕フェ

ー ス技術について解説したものである。  こ

れまで開発された内外の実験システムを紹

介するとともに、今後の技術課題にっいて

も言及している。

★情報処理学会  論文賞 (1995年5月19日)

受 賞 論 文 受賞者 所 属 内 容

A n  In format ion -
Theoretic Mode1of

Discourse for Next

Utterance Type

Prediction

永田  昌明

森元  逞

NTT情報通信研究所 主任研究員

元ATR自動翻訳電話研究所

ATR音声翻訳通信研究所 室 長

元ATR自動翻訳電話研究所

対話における次発話を予測するため、情

報理論的な対話構造のモデル化手法を提案

している。  各発話を意図夕イプに分類し、

これらの意図タイプの2重マルコフ連鎖を

モデル化する。 このモデルを用いて、  それ

までの発話の流れから、  次発話の夕イプを

予測することを可能とした。
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学研部

国際高等研究所

小田 稔 所長  にお伺いして

1一人類の未来と幸福のために何を研究すればよいかを研究する」 という理念に基づき、 1984年に設立され

た国際高等研究所の小田所長にお話をお伺いしました。 小田所長は、 字商物理学がご專門でX線天文学の

先駆者としての業績が特に有名です。 先日、 ATR科学技術セミナーにて講演して 1一直いたノ ーベル物理学

賞受賞のマレーゲルマン氏とも1日知の仲でいらっし ゃいます。

☆高等研究所の設立の目的をお教え下さい。

設立時に私は居なかったのですが 、奥田先生 ( 前高等研理事長 ) がおっ し ゃっていた設立の目的 、理

念を私な りに解釈した こ と を中 し上げます 。

2 0 世紀 も終わ りに近づき 、科学だけでな く学問の性格が変わってき ま した 。学問は 、ギ リ シ ャ哲学か

ら始ま り 、 ス コ ラ哲学 、ルネ ッサンスを経て 1 8 世紀に入 り ド イ ッ哲学がその根幹になったわけです 。  自

然科学者は原因が同じなら結果も同じ とい う決定論に支配されていました 。  19世紀から20世紀にかけて、

日本は西洋の学問を導入し、  学問の体系も大学の体制もドイッ風だったのです。  しかし、  それが最近に

な っ て 、  それだけではすまないかな とい う考えがでて きたのです 。  それまでの単純な決定論がくずれ、

原因から結果の予測ができないよ う な複雑な現象  ( カ オ ス )  の背後にある もの こそ 、  本当の真理かもし

れない と い う 考 え が で て き ま し た 。  そこで、決定論に立脚した西洋の科学技術文明の基礎である学問を

も う一度見直すため、  ド イ ッ風の大学 とは違 う もの 、非大学のアカデ ミ アを追求する場 と して国際高等

研究所が設立されました。  基本的に今までの西洋流の学問にあきたらず、新しい体制が必要であるとい

う 事 に な っ た と 理解 し て い ます 。

☆高等研ではどの様な構想のもとに、  何を されているのでし ょ  う 。

字商物理学とい う分野を専門にして きた私に と って 、  理化学研究所の理事長をしていた何年かの間に

脳の研究者伊藤正男氏に出会い、 と て も新解で日か ら う ろ こ がおち る思いで し た 。  狭い意味の自然科学

ではな く 、 脳 、 ひい ては人の心が科学の対象にな り う る か ど う か と い う こ と が 、 今世紀か ら来世紀にか

け ての研究課題 と な っ て い ます 。 そ う い う 認識 を持つ て い た と こ ろ 高 等 研 に 来 る こ と に な り ま し た 。  こ

の研究所は固有の実験設備などを持たずに理系  ・ 文系を問わず、  学問研究の統合的な戦略の中枢となる

よ う コーデ ィ ネ イ ト し 、  自由に物を考え議論する場を提供するとい うのが基本的な構想になっています。

統合的な戦略を考えるのに、  こ の  「けいはんな」  とい う日本文化の発祥の地のそばにあって 、  「文化の

風圧 」 を 感 じ る と い う 立 地 条 件 で こ そ 、 そ う い う こ と が で き る と 思 い ま す 。

☆人間の幸福とか心とい う哲学的なものについても研究を行う国際高等研究所の所長に宇宙物理学の小

田先生が就任されました。  先生のご専門の字宙物理学では、 大きな宇宙全体の歴史や構造の研究とミ

ク 口の素粒子のレベルの研究が切 り離せない とい う こ と を思 う と暗合めいたものを感じます 。

そ う です 。 た と えば私たちの手 を見てみ ます 。 皮膚 、 血管 、 細胞 、 D N A 、 原子核 と ミ ク ロ を 追 つ て

い く と 、 最 後 に は ク ォ ー クへと到達します 。一方 、マ ク ロへは、地球を飛び出して、太陽系、銀河、銀
河団と拡がっていって宇宙全体の構造に行き着き 、  こ れ に も極微の ク ォ ー ク が関わって き ます 。  字商 と

心あるいは人間の存在との関係にっいて言 う科学者も出て きています 。  「字商原理」  「人間原理」  と

いった哲学的な響きのある言葉も耳にしますし 、哲学者の側からも議論が行われています。  た だ 、 気 を

つけたいのは 、科学者と哲学者の間で同じ述語を使つていても 、  必ず し も 同 じ こ と を 意 味 し な い と い う

点です。 5 カ国の学者を集めて脳と心に関する異分野交流フォー ラムを開いた時も 、  哲学者と科学者の

間で最初の 2日間は話が通じなかった経験があ り ます 。  哲学と科学の違いにっいては議論していきたい

と 思 つ て い ま す 。



★昨年、  少年少女を対象と  したサ イ ェ ン ス ス クールを開かれて大変好評だったですね。

いろいろな と こ ろで講演した り し ますが 、低学年の子供ほどいきいき と目を輝かしているのです 。子

供に向かって 、 理科のわ く わ く す る よ う な面白 さ を伝え る こ と が大切だ と思い ます 。 国際高等研究所で

で き る こ と は 限 ら れ て い ま す が 、  少しづっで も 進 め て 行 か な い と と い う こ と で サ イェ ン ス ス ク ールを開
き、  話の上手な第一級の先生方の講演や水圧ロケッ  トの打ち上げなどの実験をしました。  すご く 反応が

あ り ま し た ね 。 フ ァ ラ デーの 「 ろ う そ く の科学 」 で有名な ロン ド ンの王立協会の金曜レ クチ ャ ーの よ う

に、  子供から大人まで一般の市民を対象に分かりやすく、  科学の話をする場ができればと思つています。

と て も 毎 週 と い う わ け に は い か な い で し ょ う が 。

☆最後に、  重複する  と は思いますが 、  国際高等研究所の今後の活動方向についてお聞かせ下さい。

現在、  大 学 で は な い ア カ デ ミ ア と し て 、  多くの共同研究機関や大学院大学ができてきていますが、

各々が閉じていては駄目で、  そうい う と ころで研究する人達の分野や機関を越えた交流の場が必要です。

こ こ が そ う い う 場 に な ら な け れば と 思 い ま す 。

また、  最近、 企業の研究者が基礎研究分野で活躍する例が目立つています 。  しかし、 利潤を追求する

企業のなかで、  こ う し た人達はた く さ んの悩みや問題を抱えなが ら研究を し てい るのです 。同 じ よ う な

立場の企業内研究者が 、相互に交流する こ とに よ って状況は随分違って く るで し ょ う 。 国際高等研究所

はそ う し た人達の交流の場にな り 得 ます し 、 そ れが真の産学共同で も あ る で し ょ う 。 そ う い う 夢 を追つ

て い く っ も り で す 。

特公平06-007344 No.1888464
ベク トル量子化を用いた音声認識方式

入力音声を、ベク トル量子化 ( V e c t o r  Q u a n t i z a t i o n : V Q ) に よ る符号列と して格納されている標

準パ夕一 ン と 照合す る こ と に よ り 認 識 を行 う S P L I T 型 音声認識方式におい て 、 入力音声の特徴パ ラ

メ 一 夕 ( ス ぺ ク ト ル 、 振 幅等 ) の 種 類 に応 じ て 複数 の コー ドブックを有し別々のベ ク ト ル量子化を行 う

セパ レー トベク トル量子化を行い、求まった複数の符号列を用いる音声認識方式の提案であり、高精度

の認識を行 う事が可能である 。

特公平06-016578 No.1894226
能 動 イ ン ダ ク タ

従来のスパ イ ラル イ ン ダ ク夕は 、  数 n H 程 度 に 大 き く な る と 、  寄生容量により高周波化が容易でない。

また 、  周辺の回路との干渉をさけるためには十分広いスペー ス を と る 必要があ り 、  これがMM I C小型

化の障害の一因 と な っていた 。  一方、 K H z 帯 に 適用 さ れ て き た F E T を 用 い た ア ク テ ィ ブ イ ン ダ ク 夕回

路 を マ イ ク 口波用の F E T に そ の回路構成 を適用 し て も マ イ ク ロ 波帯で良好に動作 さ せ る 事 が で き な

か っ た 。  さ ら に 、  F E Tの相互コンダクタンスの逆数で示される直列抵抗成分を持ち、  Q値が低い とい

う 欠 点 が あ っ た 。 本発明は F E T を 用 い た新 し い マ イ ク ロ 波 ア ク テ ィ ブ イ ン ダ ク 夕 に関す る も の で あ る 。

本 ア ク テ ィ ブ イ ン ダ ク タ は 、 広 帯 域 - 小面積性を有し、かっ非常に低損失である。  さ ら に 、 電 圧 に よ っ
て イ ン ダ ク ダ ン ス 値 を コ ン ト ロールする事がで き る 。  こ れに よ り 、 M M I C の小型化を一層進め る こ と

が で き る 。

A T R の取得した特許  ・ 実用新案を、  是非ご利用下さい。  ご希望の方は下記にお問い合わせ下さい。

㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部開発室

T E L ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 9 3  FAX ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9
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成果展開操 展

SpeechToo l sを販売開始

ATR視聴覚機構研究所の研究成果に基づいたUNIXワー クステーシ ョ ン上で動作する音声研究用ツー ル

「SpeechTools」を1995年9月より販売開始します。

SpeechToolsの特徴

(1) 音声研究全般を対象分野とし、音声合成、音声分析はもとよ り 、音声認識や音声知覚等の研究も含

めて幅広 く利用で き る ツールです。

(2) 音声合成、  音声分析等の音声信号処理に欠かすことのできない基本的なアルゴリズムを網羅した各

種機能を提供します。

(3) 小さな機能毎のコマンドの集合のため、コマンド結合によ り多 くの機能を実現できます。

(4) コ マ ン ド ラ イ ン か ら 使用で き る 統一的な ヒ ューマ ンマシ ン イ ン夕 フ ェー スを採用しています。

SpeechToo lsの主な機能

5 5個のコマンドと 7つのューテ ィ リ テ ィ と 4 つ の 基 本 ラ イ ブ ラ リ に よ り 構 成 さ れ て い ま す 。

(1) コマン ド

e音声分析関連のコマンド :線形予測分析法、  ビッチ抽出、  フ ォ ル マ ン ト 分 析 等 ( コ マ ン ド 数 : 2 5 )

e 音声合成関連のコマン ド : 音声合成 、波形処理 、デ ィ ジ夕ルフ ィル タ等  ( コ マ ン ド 数 : 1 6 )

e そ の他の コ マ ン ド : 各 種演算処理 ( 算術処理 、デ一夕補完 、平滑化処理等 ) 等 ( コ マ ン ド 数 : 1 4 )

(2) ューテ ィ リ テ ィ
e バ イ ナ リ デー タ と ア ス キーデ一夕に対してさまざまな変換処理や演算処理を行います。

e こ れ ら のューテ ィ リ テ ィ に よ っ て 他 の ア プ リ ケー シ ョ ン と の 連 結 も 容 易 に 行 う こ と が で き ま す 。
(3) 基 本 ラ イ ブ ラ リ

e 音 声 合成 、 音声分析 、 各種演算 ( フ ー リェ変換、行列演算、高次方程式の解法等)、  フ ァ イ ル 入 出
力、 コ マ ン ド イ ン 夕 フ ェ ー ス、  リ ス ト処理等の機能を有します。

e ラ イ ブ ラ リ 中 の 関 数 を コールす る こ と に よ り 、 ソ フ ト 開 発 に も 有効に活用で き ま す 。

適 用 機 種 : U  N I X ワー ク ス テ ー シ ョ ン  価格 : 2 0万円  (消費税別 )

A T R  Hear ing School W i n d o w s版  新発売

A T R  He a r i n g  S choo lは、  日本人が不得意な 〔 r , 1 〕  〔 b , v 〕  〔 s , e 〕 〔z , 15 〕 〔母音〕

な ど を聴 き取 る能力を強化で き る英語 ヒ ア リ ン グ学習用 ソ フ ト ゥ ェ ア です 。

現在好評発売中のMac i n t o s h版に加え、 W i n d o w s版を追加発売します。

発売時期 9 5年9月

動作環境  目本語W i n d o w s 3 . 1 が動作するパソコン

C D - R O M ド ラ イ ブ 、 サ ウ ン ド ボー ドが必要
H D  8 M B以上

価 格 1 万円 ( 消費税込み )

〔お問い合わせ〕  ㈱国際電気通信基礎技術研究所 開発室

TE L ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 9 2  F A X ( 0 7 7 4 ) 951179

M a cm t o s hは、 ア ソ プル コ ン ピ ュ 一夕社の開標てす 。

Wmd o w sは 、米 l f ,1 マ イ ク 口 ソ フ トaの米li1およひその他の l l 1に ; l11;ける登録商般てす。
U N I X は 、 X / 0 p o n カ ンパー ー リ ミ テ ッ ト か ラ イ セ ン ス し て い る 米 同 な ら び に 他 の 同 に お け る 春 録 開 構 '' てす。



平 成 7 年 3 月  2 日 よ り  6 月  1 日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( 但し、  6ヵ月以上滞在の方のみ掲載)

採用  年月日 A T R 所属 氏 名 出向元等

H 7 .  3 . 23 .  23 .  2

3 .  10
3 .  15
3 .  15
3 .  15
3 . 20
3 .  20
3 .  27

4 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  14 .  34 .  34 .  34 .  34 .  34 .  34 .  3

4 .  10
4 .  17
4 .  17
4 .  17
4 .  17
4 .  17

5 .  1

5 .  15
5 .  15

6 .  16 .  16 .  1

( l li1 ) 企 画 部  開発室次」11i:
( 映 ) 111i-,ff究 室  1イ◆イ11 f究員
( 映 ) 第 1J Ll研究室 M◆イ,?f究員
( 国 ) 総 務 部  ,11l 1当 課 長
( 国 ) 総 務 部  施設管理課長
( 国 ) 経 理 部  il i 当課長
( 国 ) 経 理 部  f l 1当1課」iく
( 国 ) 企 画 部 ll _ イ◆イlJf究:i11i、
( 映 ) 企 画課1i;,:
( 映 )  第 : - 1研 究 室 長
( 人 ) 第 _研 究 室  研究 i.i
( 人 ) 第1 i1111l-究 室  客 員
( 人 ) 第 - 一 研 究 室  客 員
( 人 ) 第 :イ11F究室 客.ll-!
( 映 ) 第 _ . 石 f t究 室  ィ,jF究員
( 光 ) 通 信 デ ハ、イスイ1Jt究 室  客 員
( 光 ) 無 線 通 信 第  ィ1fF究室 客i二i
(1if-) 第 一 研 究 室  ィ 11l1-究 員
(- 1111- ) 第  -イ,JF究室 ィ11f究ii
( ,'f ) 第  -イ1Jf究 室  研 究 員
( ,,-) 第  -イ,f f究室 客i.4
( ,、一f )第 1イ,0f究室 ィ1fF究ii
( 光 ) 無線通イ r 1 第  -イ1J f究室 ィ,j f究i4
( 光 )無線通イ 1,第 -研究室  ィ,ll f究 i i
C1央 ) 第  -イ,0f究室 客 .11i
(l 1i1 ) 総 務 部 係 長
( l 1 1 ) 経 理 部  雄買,,果係.l,<:
( 人 ) 第,'、、イ,JF究一f 研 究 L i
( l 映 ) 企 画 ,;果係長
( 光 ) 企 画 1果係長
( 通 ) 知 能 処 理 イ,J f究室 客 i i
( 人) 第 l儿I 11Jf究 室  ィ,f1-究.L i
( 人 ) 第  _イ1りf究室 客i i
( 1-f ) 第 -_ 研 究室  客 i上
( 人 ) 第ノ 、、イ,Jト究室 ィ,JF究i上
( 人 ) 我 ' i,'、研 究 室  客i i

中 西  ''11,'
j l - l :  正之
岡 田  美空 ','男
紫 藤  欣 也
松 本  茂:男
森1, 1 ,1冷夫
山ll南 優
石l 111 秋 継
荻 原  正夫
:J 1」:  誠 言-
木 ド  敬 介
ff語fl目 宏
加 藤  比 11i i子
神 崎  利 f,11
角 11lj,1i之
原l1 1 車久
吉 字
深l1 1 俊 明
イ:1一一jl' 純
政f1地 -?f l11和
Q i a n g  H u o
美 ,lli 秀 樹
J11:  降
柴l11 、?合
1:佐 l、, 11「-

.if 見 正ii lJ
今Jl - ,1表 ,,」
木l1 、tリe ,,」
松 木  -?1'1-行
1fli本、i 藤 大
Lly a n a g e  D e  S11va
松 木  雄1f'i
N. Co s t e n
Y v e s  L e p age
野 付  ,、t也
金 f - 覚19-

N T T
N T T
N T T
三 和 銀 行
N T T
N T T
N T T
N T T
N T T
N H K

京都大学
総研大学院大学
東北大学

キ ヤ ノ ン
-一菱電機
住友金属 l _業
中Li、1科技大学
ジ ャ ス ト シ ス テ ム
K D D
東1111_

N T T
N T T
ア ド バ、ン ス ト シ ス テ ム ズ
N T T
N T T
ス リ ラ ン カ
Y H  P
ア バ デ ィ ー ン大学
マ レー シ ア 大 学
シ ャ ープ
ヨー ク 大 学

退職  年月日 復帰先等 氏 名 A T R 所属

H 7 .  3 .  14
3 . 14
3 . 14
3 .  14
3 .  14
3 .  26
3 .  26
3 .  26
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31
3 .  31
3 . 31
3 .  31
3 .  31
3 . 31
3 . 31

4 .  3

4 .  12
4 .  28
5 .  31
5 .  31
5 .  31
5 .  31

N T T
N T T
N T T
N T T
N T T
N T T
N T T
N T T
大 和 銀 行
東 洋 情 報 シ ス テ ム
東1、t通 信 機
C R L
成1漢大学
N T T
一 、1f',甚機
ア メ リ カ
K D D
東 ど
アルプス , t機
C R L
Y H  P
E T R  I
中l 1 、1
富 . i : ゼ 口 ツ ク ス
カ ナ ダ
カ ナ ダ
ヨ ル ダ ン
南 カ リ フ オ ル ニ ア 大 学

大 西  義 清
11i'l11 正大
小 l1幡 f i、一 -
藤 井 1l1ム:_ _
川 畑  芳 彦
東 野  公 一
西 出  正f i11f
吉 田  忠 司
西 川  武 浩
原 田  良左能
力石  微 也
北 付  泰一
坂 口  竜 已
,と'、、2リe lf性彦
平J1 - i準之
D. R am t o n
竹 内  和 田
付 1 二 康
高 橋  寿イ正
大11111il- 武11,1fi
l11 11「11 和 俊
Y o u n g - D u k  P a r k
:1li1 建 新
中 山  秀 樹
M a t t h e w  L e u n g
A m y  W el C h m g  Y e e
A ll M . AIH a j
N. S c h w e i g h o f e r

( 国 ) 経 理 部
( 国 ) 経 理 部
( 国 ) 経 理 部
( 国 ) 企 画 部
( 人 ) 企 画 課
( 国 ) 総 務 部 施 設 管 理 課
( 国 ) 総 務 部
( 光 ) 企 画 課
( 国 ) 総 務 部
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ゥ ェ ア 研 究 室
( 通 ) 通 信 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 室
( 通 ) 知 能 処 理 研 究 室
( 通 ) 知 能 処 理 研 究 室
( 人 ) 第=研究室
( 人 ) 第 四 研 究 室
( 人 ) 第 四 研 究 室
( 光 ) 無 線 通 信 第 一 研 究 室
( 光 ) 無 線 通 信 第 一 研 究 室
( 光 ) 無 線 通 信 第 一 研 究 室
( 光 ) 無 線 通 信 第=研究室
( 光 ) 通 信 デ バ 、イ ス 研 究 室
( 音 ) 第 四 研 究 室
( 音 ) 第 一 研 究 室
( 音 ) 第 一 研 究 室
( 通 ) 知 能 処 理 研 究 室
( 通 ) 知 能 処 理 研 究 室
( 音 ) 第 三 研 究 室
( 人 ) 第 三 研 究 室
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A T R  J o u r n a l  1 9 に 誤 り が あ り ま し た 。

お詫びして下記のとお り訂正させていた

だきます。

P .  14

(誤 )

(正 )

( 誤 )

(正 )

P . 16

(誤 )

(正 )

(誤 )

(正 )

(誤 )

(正 )

B i ederman博士

B l ede rman教援

Perrett教擾

Perrett博士

代表取締役 会長  中津  良 平

代表取締役 社 長  中津  良平

選選任役員

選任役員

取締役  里倉 敏博

取締役 .里倉 敏博

別 1 .

(誤 )  平成 6 年 4 月 か ら 9 月 末

(正 )  平 成 6 年10月から平成 7年 2 月末

編集後記

今年も春から円高、 産業の空洞化が話題になっており、

ますます日本の基礎基盤研究強化が重みをもってきている。

つまり 、  『低人件費指向のビジネス形態で日本が世界を相

手 に リ ー ダーシップを発揮し続けることは難しい 」  と 言 う

こ とです。日本でも、長期間と高いリスクを要する基礎基

盤研究へ産官学が協力して取り組む動きが見えてきている。

電気通信分野でのブレークスルーを目指すATRも十年目を

迎え、国際世界で一定の評価を頂ける実績を積んできている。

派手な掛け声や一過性ではなく、  着実に研究を継続する

こ とが 、  種を蒔き新しい芽を育てる上での必須条件であり、

関係各位のこれまで以上のご支援をお願い致します。

(経営企画部長 和佐野哲男)

ATR  Journa1第20号 1995年8月1日発行

e発行・編集

e製
e定
作

価

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

〒619-02
京都府相楽郡精華町光台2T目2番地

(0774)951111(大代表)

学会セン夕一関西

300円(税込・送料別)

本誌記事の無断転載を禁じます。ｩ

1995 (株)国際電気通信基礎技術研究所



ATRグループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的・独創

的研究の一大拠点として内外に開かれた研究所を設立

する構想のもとに産・学・官の幅広いご支援をぃただ

き1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている5つの研究会

社(5R&D会社)と、既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている2つの成果管理会社、およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の8つの株式

会社の総称です。

5R&Dの研究費は基盤技術研究促進センタ ーからの

出資70%、 民間約140社からの出資30%で構成されてい

ます。

国際電気通信基礎技術研究所は5R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与・研究者の確保・派遺、

研究資金の出費、研究企画の支援、各種事務の援助など、

総合的な支援を行うとともに2成果管理会社に対する

研究成果の管理・販売などの各種の支援を行つていま

す。

ATRジャーナル担当宛

ATR Journal

FAX(0774 )951178

いずれかに,,'をお願いします。
口新規購読申込口変更連絡口ご意見など

フ リガナ

お名前

送り先
送

付

先

5

会社名

部署名

Tel

ご意見
ご要望

ATRジャ ーナルの送付希望または送付先変更、 ご意見、 ご要望等をお寄せ

下さる場合は上記にご記入のうえFAxでご送付下さぃ。




